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下大和田・小山町谷津田だより －2024 年１０月 No.272 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真（オオイトトンボを除く）：田中正彦 

第 296回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年 ９月 ８日（日） 晴れ   報告：田中正彦 

台風 10 号の影響で、1 週間遅れの観察会となりました。観察会が予定

通り実施できなかったのは、2000年２月の第１回以降初めてのことです。

日中はまだ真夏の暑さが続きますが、谷津田は秋の花盛りです。９月には

148種の開花が記録されていて、一番花の多いのもこの季節です。今日は、

4名の大学生や長野県諏訪からの参加者もあり、いつもにもまして多様性

のある観察会となりました。 

谷津田は、コウホネやトチカガミ、タコノアシの白い花が満開。今年生

まれたミナミメダカが群れていました。森に入るとカラスウリが小ぶり

のスイカのような実をつけて、木々の間にぶら下がっていました。サンショウの実が少し色づき、ヤマノイモ

のむかごもできていました。あちこちにノウタケが顔を出していて「菓子パンみたいで食べられそう」と声を

あげる者もいました。最後に集合写真を撮影し、初秋の観察会を終了しました。    
参加者１７名（大人１２名、大学生４名、高校生１名） 

     

森と水辺の手入れ  2024 年 ９月１５日（日） 晴れ             報告：平沼勝男  
この日は参加スタッフが少なく、小さなお子様もいたことから自然観察

的な内容にしました。 

スタートはウシガエルの罠の確認です。４つの罠（アナゴかご）を見て

回りました。ウシガエルは入っていませんでしたが大きなザリガニやクサ

ガメが入っていたので、子どもたちは喜んでいました。アメリカザリガニ

の♂♀の見分け方や、クサガメとほかのカメとの違いなどの説明がスタッ

フからありました。 

雑草に覆われている田んぼですが、一部に水面はあります。ここでミナ

ミメダカやオオタニシを採捕。シオカラトンボも捕まえて観察。貴重種で

あるオオイトトンボが盛んに交尾、産卵をする姿があり、その説明がスタ

ッフからありました。復田中の稲の様子を見に行きましたが、誠に残念なことになっていました。２週間後

に収穫予定だった農林１号や山形はえぬきはほとんど実がついていなく、しかも倒伏しています。収穫など

できる状態ではありませんでした。実がついていないのはスズメの食害と思われます。ほとんど取られてい

ます。倒伏の原因は稲の分けつが不十分だったためだと思います。生育方法に間違いがあったようです。 

参加者５名（大人３名、小学生 1名、幼児１名） 

 

 下大和田谷津田の今                           報告：小西由希子 

下大和田の谷津田は、開発問題

により今年の４月から米づくりが

できていません。 

昨年の今頃は稲穂が黄金色に輝

き美しかった田んぼも、半年ですっ

かり雑草に覆われ無残な状態にな

っています（写真）。ヒメガマやハス

で覆われ水面がわずかしか見えな

くなった田んぼでは、メダカやトン

ボの群れも減少してしまいました。

観察会や畑の手入れで田んぼのそ

ばを通ると、その変わりように心が折れる思いです。 

開発問題はまだまだ先が見えず、私たちも今何ができるのか、何をすればよいのか闇の中を手探りで歩いて

いるような気持ちです。ただ、せめて草取りや草刈りだけでもさせていただき、これまでのように生きものの

棲みかを守る活動ができないか、模索しているところです。 

少しでも皆さんによい報告ができるように全力を尽くしていきたいと思っていますので、皆様もぜひお力

をお貸しください。今後ともよろしくお願いいたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

同じ場所で撮影した古代米田んぼのようす，（左）2023 年 7 月 11 日：緑米が元気に

育っている，（右）2024 年 9月 29 日：手前にハス、奥にヒメガマが繁茂している 



 ＜小山町での活動＞ 

☆第 228 回 小山町 YPP「コシヒカリの稲刈り」 2024 年 ９月 ８日（日）     報告：高山邦明 

９月に入っても猛暑続き。この日も強い日差しに気温がグングン上がる中、コシヒカリの稲刈りをしました。稲

の間にイグサがびっしり生えていて、稲刈りよりイグサ刈りが大変。似ている稲とイグサの株を見分ける技術が必

要な作業でした。9月初めからスタートしたコシヒカリの稲刈りはこの日で半分終え、 月半ばには刈り終えました。

下旬までに黒米を刈り、残るのは赤米と緑米です。猛暑が終わり、厄介なアブも姿を消し、これからは秋の心地よ

い天気の下で楽しい稲刈りになるでしょう。                  参加者４名（大人４名) 

☆令和６年度期 大椎小学校田んぼの稲刈り 2024 年 ９月 ９日（月）      報告：赤シャツ親父 

昨期は執拗に荒らされた大椎小田んぼでしたが、防獣ネットの効果もあったためか、イノシシの被害はありませ

んでした。残暑の続く晴れ空の基ではありましたが、子どもたちは元気よく稲刈りと自然観察に臨みました。大勢

のボランティアさんにも参集いただき、快調に全ての稲を刈り終えました。猛暑続きであったためか実入りも良好

な様子でした。収穫量が楽しみです。 

☆令和６年度期 あすみが丘小学校田んぼの稲刈り 2024 年９月２４日（火）     報告：江澤芳江 

猛暑も一段落し、爽やかな秋の風が吹く中での稲刈りになりました。子どもたちはドロの田んぼにしっかり立つ

とボランティアの方から鎌を受け取り 1株ずつ刈っていきます。1株刈る毎に後ろの友だちに持っていてもらい、1

人 12株ずつ刈りました。自分で刈った 12 株の稲束を受け取ると結構太くて、それを大事そうに抱えて運んでいく

姿は誇らしげに見えました。今、稲はあすみ小の昇降口に干され、ひと月後にみんなで脱穀します。 

【谷津田・季節のたより】 2024年 ９月 

＜下大和田町＞ 報告：平沼勝男 

9/7 田の畔にメスグロヒョウモンが低く飛んでいました。時より草に止まり、お尻の先を葉につけています。ツ

ボスミレに卵を産み付けている姿でした。メスグロヒョウモンは実に美しい蝶です。雑草に覆われてしまっ

た田んぼですが一部に水面が残っています。そこにはたくさんのミナミメダカが泳ぎ、底にはたくさんのオ

オタニシが見えます。ヒシの葉にオオイトトンボが止まりました。この時期にまだオオイトトンボがいるこ

とに感激。トチカガミが可憐な白い花を咲かせていました。ここの田んぼは貴重な生物の宝庫です。 

＜小 山 町＞ 報告：高山邦明 
9/ 6 久しぶりにモズの声を聞く。まだ高鳴きがおぼつかない、穂を垂れる稲の上で連結したノシメトンボが打空産

卵、センニンソウが一斉に咲き、林縁に白い塊が点在  / 7 セグロセキレイの若鳥がさえずる、林沿いの暗

がりにオオアオイトトンボの姿  /13 真っ赤に色づいたナツアカネを見る  /15 ヒガンバナがつぼみを伸

ばす、19 日に開花  /20 早くも冬鳥のクサシギが飛んでいるのを見る、ミゾソバやキバナアキギリが開花   

/29 ゲンノショウコ、キンミズヒキ、イボクサなどが咲き、にぎやかな秋の草花の饗宴 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,  

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年１０月２０日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：観察路の整備と田んぼの手入れを行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・森の手入れ 
日 時：2024年１０月２６日（土） ９時 45分～１２時 雨天中止 ※変更の場合もあり（要問い合わせ）   

内 容：茂ってきたアカメガシワやヌルデなどのパイオニア植物を整理します。 

持ち物：動きやすい服装（長そで長ズボン）、森で活動できる靴、帽子、手袋、飲み物 

参加費：無料   

・第 298回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年１１月 ３日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：秋本番。木の実・葉の色付きを観察しながら秋たけなわの森と谷津を巡ります。  
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 229回 小山町 YPP「古代米の稲刈り」 
日 時  : 2024 年１０月１２日（土） １０時 00分～ ☆小雨実施 
※ 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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